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条例

　
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
新
過
疎

法
）
が
、
令
和
３
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
市

の
「
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
」
の
議
決
を
求
め
ら
れ
、
議
会

は
全
員
が
賛
成
し
て
可
決
し
ま
し
た
。

　
計
画
期
間
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
５
年
間

で
す
。

　
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
市
は
、
く
り
こ
ま
高
原
駅
の
駅
前
広
場

駐
車
場
の
料
金
を
引
き
上
げ
る
条
例
を
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
条
例

は
、
総
務
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
、
審
査
の
結
果
、
全
員
が

一
致
し
て
「
否
決
」
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
市
長
は
、「
提
案
の
内
容
が
不
十
分
で
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
が

必
要
」
と
し
て
、
本
会
議
に
お
い
て
「
撤
回
」
し
ま
し
た
。

　

持
続
発
展
の
基
本
方
針

　

市
の
自
然
や
文
化
面
に
お
け

る
地
域
固
有
の
特
性
を
生
か
し

て
都
市
住
民
と
交
流
す
る
こ
と

に
よ
り
、
美
し
さ
、
豊
か
さ
、

自
立
性
な
ど
を
育
み
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成

を
図
る
。

　

ま
た
、
地
域
資
源
の
活
用
や

地
域
活
力
の
向
上
に
よ
り
、
住

み
よ
い
ま
ち
、
将
来
を
担
う
若

者
が
魅
力
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
。

　

持
続
発
展
の
基
本
目
標

　

市
政
運
営
の
理
念
で
あ
る

「
市
民
が
創
る　

く
ら
し
た
い

栗
原
」
の
５
つ
の
将
来
像
（
左

上
参
照
）
で
あ
る
１
か
ら
５
ま

で
の
実
現
の
た
め
の
基
本
目
標

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

計
画
の
達
成
状
況
の
評
価

　

毎
年
度
、
有
識
者
会
議
な
ど

に
お
い
て
達
成
状
況
を
報
告
し
、

意
見
を
得
る
と
と
も
に
、Ｐ（
計

画
）
Ｄ
（
実
行
）
Ｃ
（
評
価
）

Ａ
（
改
善
）
サ
イ
ク
ル
の
手
法

に
よ
り
、
継
続
的
に
取
組
を
行

う
。

　

条
例
の
改
正
議
案
は
上
記
の

表
の
と
お
り
、
時
間
貸
し
の
駐

車
料
金
を
引
き
上
げ
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
無
料
駐
車
場
の
一
部

を
有
料
化
す
る
計
画
も
事
前
に

議
会
に
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
議
案
は
総
務
常
任
委
員

会
に
付
託
し
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
、「
駅
前
駐
車
場

は
無
料
な
の
で
利
用
率
が
高
く

喜
ば
れ
て
い
る
」「
無
料
駐
車

場
が
移
住
定
住
を
進
め
る
強
み

に
な
る
の
で
は
」
な
ど
の
質
疑

が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、「
否

決
」
す
べ
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
長
は
、「
提
案
の
内
容
が

不
十
分
で
、
さ
ら
に
詳
細
な
検

討
が
必
要
」
と
し
て
、
く
り
こ

ま
高
原
駅
駅
前
広
場
駐
車
場
の

料
金
を
引
き
上
げ
る
議
案
を
撤

回
し
ま
し
た
。

質
疑
の
主
な
内
容

　
駐
車
料
金
が
大
幅
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
改
定

だ
が
、
利
用
者
の
負
担
増
と
設

置
者
の
収
入
増
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
効
果
は
。

　

古
く
な
っ
た
管
制
機

器
を
更
新
す
る
た
め
の

費
用
と
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
照
明

な
ど
の
防
犯
対
策
を
充
実
さ
せ

る
。
ま
た
、
電
子
マ
ネ
ー
な
ど

の
決
済
対
応
に
よ
り
、
利
便
性

向
上
を
図
る
。

　

有
料
化
に
し
て
か
ら
20
数
年

間
、
大
き
な
料
金
改
定
を
行
わ

な
か
っ
た
が
、
傷
ん
だ
舗
装
や

フ
ェ
ン
ス
の
修
繕
な
ど
の
維
持

費
用
が
必
要
。
歳
入
の
確
保
策

は
財
政
の
健
全
化
を
実
現
す
る

た
め
避
け
て
は
通
れ
な
い
。

　
管
制
機
器
を
更
新
す

る
予
算
の
見
込
額
は
。

　

新
し
い
管
制
機
器
の

設
置
や
古
く
な
っ
た
管

制
機
器
の
撤
去
・
処
分
・
新
た

な
管
理
業
務
な
ど
を
含
め
て
、

５
年
間
で
７
４
０
０
万
円
と
見

込
ん
で
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
計
画
可
決

市
民
が
創
る
く
ら
し
た
い
栗
原

総
務
委
の
採
決

「
否
決
」
す
べ
き

大
幅
な
料
金
引
き
上
げ

負
担
増
と
収
入
増
で
は

問問 答答

新過疎法

くりこま高原駅 駅前広場の駐車料金

引き上げ撤回

「くりこま高原駅」広場の市営駐車場

「市民が創る　くらしたい栗原」の将来像
１　恵まれた自然に包まれた、質の高い暮らしのまち
２　子どもたちの豊かな感性と生きる力を育むまち
３　健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに
　　満ちたまち
４　地域の特性を生かした、産業や交流が盛んなまち
５　市民がまちづくりを楽しめるまち

時間貸し駐車料金の改定表

利用時間 現行 改定後

6時間まで 110円 200円

12時間まで 310円 400円

24時間まで 520円 600円
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補正予算・人事

人権擁護委員
５人に同意

「
専
決
処
分
」
と
は

　

専
決
処
分
と
は
、
予
算
や
条
例
な
ど
を
、
市
長
が

議
会
の
議
決
を
経
ず
に
自
ら
の
権
限
で
決
め
る
こ
と

を
い
い
ま
す
。
地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

緊
急
時
で
議
会
を
招
集
す
る
時
間
が
な
い
場
合
な
ど

に
専
決
処
分
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
専
決
処
分
後
に
は
次
の
議
会
で
報
告
し
て
、

議
会
の
承
認
を
求
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
が
令

和
３
年
12
月
31
日
で
満
了
に
な

り
ま
す
。

　

議
会
は
、
候
補
者
推
薦
の
同

意
を
求
め
ら
れ
、
同
意
し
ま
し

た
。　　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

任
期
は
、
法
務
大
臣
の
委
嘱

を
受
け
た
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

補 正 予 算

【
第
３
弾
】

地
元
商
店
等
応
援
補
助
事
業

　
　
　
　

１
億
３
２
０
０
万
円

　

商
工
会
が
年
末
年
始
に
使
用

で
き
る
割
増
商
品
券
を
発
行
・

販
売
す
る
も
の
で
す
。

　

額
面
６
０
０
０
円
の
10
割
増

商
品
券
を
３
０
０
０
円
で
販
売

し
ま
す
。

が
ん
ば
る
商
店
等
応
援
事
業

　
　
　
　
　
　

１
８
１
０
万
円

　

飲
食
店
の
感
染
防
止
策
の
強

化
や
利
用
客
の
増
加
に
つ
な
げ

る
た
め
、
県
が
実
施
し
て
い
る

「
み
や
ぎ
飲
食
店
コ
ロ
ナ
対
策

認
証
店
」
を
推
進
す
る
と
共
に
、

商
店
な
ど
が
自
主
的
に
開
催
す

る
販
売
セ
ー
ル
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
支
援
し
ま
す
。

濃
厚
接
触
者
に
対
す
る
生
活
物

資
緊
急
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

65
万
円

　

生
活
に
必
要
不
可
欠
な
食
料

品
な
ど
を
調
達
す
る
こ
と
が
著

し
く
困
難
と
な
っ
て
い
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者

の
濃
厚
接
触
者
に
対
し
て
、
健

康
観
察
期
間
中
、
緊
急
で
生
活

物
資
を
支
援
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
発
行
の
「
支

援
制
度
の
お
知
ら
せ
【
第
10

報
】」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
３
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
支
援

策
の
予
算
総
額
は
、
こ
れ
ま
で

で
約
17
億
５
６
７
万
円
で
す
。

　

こ
の
う
ち
、
国
の
「
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
」
を
含
む
、国
・

県
の
支
出
金
は
約
16
億
６
０
９

０
万
円
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
支
出
金
は
約
４

４
７
７
万
円
と
な
り
、
一
般
財

源
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
定
例
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
応
し

た
支
援
策
に
係
る
予
算
な
ど
の
追
加
を
盛
り
込
ん
だ
補
正
予
算
の
専

決
処
分
【
ひ
と
く
ち
メ
モ
参
照
】
や
議
案
が
提
案
さ
れ
、
議
会
は
原

案
の
と
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
支
援
策
の
主
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

新型コロナウイルス感染症

中小企業への支援策など

佐さ

藤と
う　

　

司つ
か
さ

（
一
迫
）　

鈴す
ず

木き　
　

俊た
か
し

（
鶯
沢
）

熊く
ま

居い　
　

実み
の
る

（
志
波
姫
）

長は

谷せ

川が
わ

と
し
子こ

（
志
波
姫
）

髙た
か

橋は
し　

文ふ
み

夫お

（
花
山
）

主
な
支
援
事
業

新 再再再再

人
事

割増商品券で地元を応援

　

対
応
事
業
に

17
億
円
活
用

新
型
コ
ロ
ナ

ひ
と
く
ち
メ
モ



　総務常任委員会、産業建設常任
委員会、文教民生常任委員会は、
それぞれの常任委員会に属する事
務事業の調査を行いました。
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常任委員会報告

事
務
・

事
業
を
調
査
し
ま
し
た

乗合デマンド交通の机上での調査

（仮称）栗原東大橋の建設予定地を調査

医療体制の机上での調査
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常任委員会報告

　

乗
合
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

地
域
内
路
線
で
あ
る
乗
合

デ
マ
ン
ド
交
通
は
、
旧
町
村

内
の
み
の
運
行
で
あ
る
た
め
、

地
区
外
へ
出
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
あ
る
一
地
区
で
は
、

地
区
内
で
生
活
必
需
品
が
揃

え
ら
れ
ず
に
、
地
区
外
に
行

か
ざ
る
を
得
な
い
交
通
弱
者

が
い
る
た
め
、
地
区
外
へ
の

運
行
要
望
が
市
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

仮
に
、
地
域
内
路

線
の
エ
リ
ア
を
地
区

外
ま
で
拡
大
し
た
場

合
、
一
便
あ
た
り
の

運
行
時
間
が
延
び
、

次
便
に
備
え
、
新
た

な
車
両
の
用
意
や
運

転
手
の
確
保
な
ど
に

経
費
が
嵩
む
こ
と
や
、

タ
ク
シ
ー
事
業
の
売

上
に
も
影
響
す
る
な

ど
の
弊
害
が
生
じ
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
一
便
あ

た
り
の
延
べ
利
用
者

が
一
人
を
下
回
り
、

次
便
へ
の
車
両
調
整
に
影
響

が
生
じ
に
く
い
と
思
わ
れ
る

地
区
も
あ
る
た
め
、
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
協
議
し
、
合

致
す
る
と
こ
ろ
を
見
出
し
て

ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
「
く
ら
し
た
い
栗
原
」
実

現
の
た
め
、
利
用
者
、
運
行

事
業
者
等
の
利
害
関
係
者
と

栗
原
の
地
域
課
題
の
現
状
を

共
有
し
あ
い
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
解
決
で
き
る
よ
う

努
め
る
べ
き
で
す
。

　
（
仮
称
）
栗
原
東
大
橋
の

建
設
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

調
査
の
結
果

　

市
道
大
林
線
（
仮
称
）
栗

原
東
大
橋
道
路
整
備
事
業

は
、
迫
川
に
架
か
る
「
徳
富

橋
」
の
架
け
替
え
事
業
と
し

て
、
志
波
姫
新
徳
富
と
若
柳

字
大
林
を
結
ぶ
橋
の
建
設
を

行
う
も
の
で
す
。
令
和
３
年

度
か
ら
は
令
和
４
年
８
月
末

ま
で
の
工
期
で
志
波
姫
側
の

地
盤
改
良
と
一
部
の
橋
台
・

橋
脚
の
工
事
が
行
わ
れ
、
次

年
度
以
降
も
各
種
工
事
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
（
仮
称
）
栗
原
東
大
橋
の

完
成
に
よ
っ
て
、
交
通
の
利

便
性
と
安
全
性
の
向
上
が
図

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
令
和

８
年
４
月
の
供
用
開
始
に
向

け
て
、
工
事
を
安
全
か
つ
適

正
に
実
施
し
、
事
業
を
計
画

ど
お
り
に
進
捗
さ
せ
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
が
特
に
多
い
花
山
地

区
と
一
迫
地
区
の
２
カ
所
で

は
、
国
の
鳥
獣
被
害
防
止
総

合
対
策
交
付
金
を
活
用
し
、

侵
入
を
防
止
す
る
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
の
設
置
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
資
材
費
は

交
付
金
の
対
象
と
な
り
ま
す

が
、
設
置
と
施
工
後
の
管
理

は
地
元
住
民
が
行
い
ま
す
。

設
置
を
進
め
る
際
は
、
柵
が

農
作
業
の
支
障
と
な
ら
な
い

適
切
な
設
置
の
方
法
を
指
導

す
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
支

援
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
柵
を
必
要
と
す
る

地
区
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ

る
た
め
、
事
業
の
周
知
徹
底

を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
効
果

的
な
設
置
方
法
を
研
究
し
、

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
取

り
組
み
に
努
め
る
べ
き
で
す
。

　

そ
の
他
、
令
和
３
年
産
米

の
作
付
状
況
に
関
す
る
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

市
立
病
院
の
医
療
体
制
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

市
立
３
病
院
の
経
営
健
全

化
の
た
め
、
病
床
数
の
適
正

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

若
柳
病
院
・
栗
駒
病
院
は
、

先
行
し
て
令
和
３
年
度
か
ら

適
正
化
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

見
直
し
か
ら
３
か
月
で
病
床

利
用
率
は
高
い
水
準
と
な
る

な
ど
、
改
善
に
向
か
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
経

営
の
改
善
に
取
り
組
む
と
共

に
、
看
護
師
な
ど
の
人
員
配

置
に
つ
い
て
も
適
正
な
運
営

と
な
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で

あ
り
ま
す
。

　

栗
原
中
央
病
院
は
令
和
４

年
度
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
な
ど
、
今
後

の
動
向
を
見
極
め
慎
重
か
つ

適
切
に
進
め
て
ほ
し
い
と
考

え
ま
す
。

　

ＧギＩ
ＧガＡ
ス
ク
ー
ル
の
現

状
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

国
の
「
ＧギＩ
ＧガＡ
ス
ク
ー

ル
構
想
」
に
よ
り
、
令
和
３

年
度
か
ら
市
内
小
中
学
校
で

は
、
児
童
生
徒
一
人
一
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
、
児

童
生
徒
の
興
味
関
心
を
引
き

出
し
、
授
業
の
狙
い
に
合
わ

せ
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
と
融

合
さ
せ
る
形
で
効
果
的
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
家
庭
で
も
活
用
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
通
信

環
境
の
整
備
や
通
信
費
な
ど

の
負
担
が
経
済
的
に
困
難
な

家
庭
に
お
い
て
も
、
等
し
く

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
対
応
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。　
　
　

　

ま
た
、
教
員
が
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
十
分
に
活
用
し
、

児
童
生
徒
が
効
果
的
な
学
習

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
研
修
会
な
ど
を
積
極
的

に
開
催
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の

推
進
に
努
め
て
ほ
し
い
と
考

え
ま
す
。

乗
合
デ
マ
ン
ド
交
通

地
区
外
路
線
運
行
を

橋
の
架
け
替
え
事
業
は

計
画
ど
お
り
に
進
捗
を

経
営
の
健
全
化
と

適
正
な
病
床
運
営

総務

産業建設

文教民生

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

調
査
の
結
果

イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止
柵

効
果
的
な
設
置
方
法
で

一

人

一

台

タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習


